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議

主君

我
固
に
於
け
る
正
貨
の
増
減
ご

金
融
繁
閑
ご
の
閲
係小

川
一
澗
太
郎

正
貨
は
、
現
時
の
経
済
耽
曾
に
於
て
、
園
内
に
あ
り

で
は
通
貨
増
減
の
有
力
な
る
根
源
ご
な
ら
外
国
に
劃

し
て
は
貸
借
決
済
の
中
要
な
る
手
段
ぜ
な
っ

τ
ゐ
る
が

た
め
に
、
其
増
減
は
金
融
の
紫
関
二
般
物
債
の
騰
落
、

財
政
の
施
行
に
封
L
て
密
接
な
る
関
係
を
有

L
て
ゐ

る
。
就
中
、
主
(
棺
械
が
金
融
の
繁
閑
に
及
ぽ
す
影
響
は

最
も
直
接
的
で
あ
る
が
、
特
に
我
闘
の
如
(
品
百
貨
が
一

般
に
流
通
せ
や
し
て
、
多
〈
は
銀
行
の
準
備
ピ
な
る
闘

に
於
工
は
、
正
貨
の
増
減
は
銀
行
の
融
遇
力
の
大
小
に

獲
化
を
来
す
こ
芭
に
よ
っ
て
金
利
の
騰
落
に
影
響
す
る

こ
ご
が
砂
く
な
い
ご
い
ふ
-
』
ご
は
容
易
に
考
ヘ
得
ら
れ

。。。

雑

我
圃
に
於
け
る
正
貨
の
噌
減
と
金
融
繁
閑
&
の
闘
停

錐

国
よ
り
、
銀
行
の
融
通
力
は
正
貨
の
増
減
の
み
に
よ

っ
て
幾
化
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
銀
行
の
資
本
金
積
立

金
其
他
の
所
有
資
金
、
正
貨
以
外
の
貨
併
に
よ
る
預
金

の
多
少
に
よ
っ
て
も
差
を
生
す
る
。
更
に
銀
行
の
現
賓

の
貸
出
高
に
至
つ
て
は
.
必
し
も
亦
、
其
等
の
融
通
力

の
大
小
に
比
例
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
信
用
瑛
肢
の
可

能
に
関
す
る
銀
行
の
其
時
々
の
判
断
如
何
に

4
つ
で
も

其
棺
械
の
税
度
を
異
に
す
る
。
そ
れ
故
に
正
貨
が
増
加

(
た
か
ら
古
い
っ
て
常
に
令
融
緩
滋
Z
な
ふ
り
金
利
が
下

り
、
叉
正
貨
が
減
少
し
た
か
ら
E
い
っ
て
常
に
余
融
一
過

迫
芭
な
b
金
利
が
上
る
、
正
い
ふ
様
に
蓮
断
す
る
こ
E

は
出
来
な
い
。
然
ら
ば
我
闘
に
於
け
る
五
貨
の
増
減
は

金
融
の
繁
閑
に
卦
し
1
如
何
に
影
響
す
る
か
、
此
問
に

答
へ
る
た
め
に
は
澗
断
的
主
張
十
避
り
て
、
先
づ
金
融

の
繁
閑
を
表
現
す
る
代
表
的
材
料
を
捉
ヘ
其
賞
際
の
数

字
の
増
減
を
正
貨
の
増
減
百
比
較
す
る
こ
Z
が
必
要
で

ゐ
ら
う
。

=
 

そ
こ
で
、
私
は
、
明
治
三
十
六
年
以
降
大
正
十
年
に

至
る
十
九
年
間
の
、
年
々
の
会
図
銀
行
の
預
金
及
び
貸

第
十
九
巻

(
第
六
娩
一
三
三
)

ブL

E 



雑

鋒

我
聞
に
は
即
け
る
正
貨
の
柑
滅
と
金
鵡
繁
閑
と
の
聞
係

出
高
井
に
会
岡
卒
均
割
引
日
歩
の
=
一
者
セ
提
へ
て
、
共

等
の
数
字
が
正
貨
現
在
高
三
比
べ
て
、
各
々
、
其
前
年

比
陵
増
減
の
方
向
ヤ
等
く
し
て
ゐ
る
hr
否
炉
を
見
る
こ

ご
に
し
た
の
で
ゐ
品
。
ぞ
れ
に
先
ち
て
、
是
等
の
材
料

に
就
て
肴
干
の
設
明
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
、
我
閣
の

E
貨
現
在
高
己

L
て
従
来
、
後
表
せ
ら

れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
政
府
及
び
日
本
銀
行
所
省
の

E
貨

に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

E
貨
の
所
有
者
ご
し
て
は
其
他
に

も
、
品
局
替
銀
行
及
び
他
の
若
干
の
銀
行
が
存
す
る
で
ゐ

ら
う
が
、
共
金
額
は
後
表
せ
ら
れ
十
従
っ
て
其
精
確
な

る
数
字
を
知
る
こ
さ
が
困
難
で
ゐ
る
。
只
だ
、
魚
替
銀

行
主
(
他
の
銀
行
の
所
有
す
る
も
の
は
、
政
府
及
び
日
本

銀
行
所
有
の
合
計
額
に
比
べ
て
其
金
額
が
比
較
的
僅
少

で
あ
り
、
政
府
及
び
日
本
銀
行
所
有
の
正
貨
の
増
加
す

る
年
は
縛
替
銀
行
其
他
の
銀
行
の
所
有
正
貨
の
増
加
す

る
年
で
ゐ
り
、
前
者
の
減
少
す
る
年
は
亦
後
者
の
減
少

す
る
年
で
あ
る
こ
ご
を
推
定
し
得
る
か
ら
、
正
貨
現
在

高
を
政
府
及
び
日
本
銀
行
所
有
の
も
の
に
限
っ
て
も
、

惑
に
目
的
ご
す
る
増
減
比
峻
研
究
の
上
に
大
な
る
議
化

を
生
じ
な

νで
あ
ら
う
ご
忠
ム
。

第
十
九
巻

(
第
六
統
一
三
凹
)

九
二
六

こ
、
全
国
銀
行
り
預
金
及
び
貸
出
高
は
、
「
金
岡
銀
行

預
令
貸
出
会
高
表
」
ご
し
て
年
々
の
金
融
事
項
穿
考
書

に
愛
表
苫
れ
て
ゐ
る
ご
こ
ろ
り
、
特
組
、
普
通
、
貯
蓄

の
三
楠
銀
行
の
預
金
高
及
び
貸
出
高
を
各
々
合
計
じ
た

る
も
の
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
只

r、
預
金
の
中

で
‘
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
な
る
も
の
は
殆
ん

左
大
部
分
、
政
府
所
有
の
正
貨
共
も
の
が
ら
成
立
っ
て

ゐ
る
の
で
、
全
国
銀
行
預
金
高
は
特
に
政
府
所
有
の
正

貨
高
江
け
な
控
除
し
た
る
残
額
を
以
て
し
た
。
(
註
)

(
註
)
政
府
預
金
中
、
政
府
所
有

O
E覚
以
外
山
閣
府
金
が
日
本
銀

行
の
資
金
と
な
る
と
と
は
現
行
白
預
金
制
度
の
下
に
於
て
は
坑
熱
心
事

で
あ
る
が
、
預
金
制
皮
質
施
以
前
白
委
託
金
咋
制
度
内
下
に
於
て
も
、

明
治
二
十
七
年
六
月
法
律
第
十
二
腕
を
以
て
闘
庫
金
出
納
一
時
貸
借
法

を
定
め
て
、
日
本
銀
行
と
闘
陪
と
自
問
に
一
時
貸
借
白
通
路
世
間
い
た

の
で
、
事
費
上
、
問
昨
金
は
日
本
銀
行
自
寄
金
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
兵

考
へ
ら
れ
る

Q

従
ワ
て
此
白
岡
庫
金
を
金
融
界
に
聞
係
な
き
も
?
と

L

て
、
金
同
銀
行
白
預
金
中
土
り
控
除
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ら
う
。

向
、
右
白
金
岡
銀
行
預
金
及
び
貸
出
金
高
中
に
は
、
各
将
銀
行
自
在

外
支
町
に
於
け
る
預
金
及
び
貸
出
、
外
闘
魚
替
預
金
、
外
岡
鈎
替
仙
川
底

貸
、
利
刊
常
持
手
形
、
外
岡
崎
何
替
貸
付
金
の
如
空
、
所
調
「
井
間
関
係

白
預
金
及
び
貸
出
金
一
が
色
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
是
年
目
も
の
は
晴
ん

E
伺
れ
&
勝
弗
、
正
貨
の
晴
誠
に
密
化
を
推
す
べ
き
分
子
で
あ
る
が
、



ヶ
月
平
均
数
を
算
出
し
其
平
均
数
に
依

τ前
年
比
較
増

減
の
方
向
を
見
た
い
の
で
ゐ
る
が
司
選
域
な
が
ら
、
正

貨
現
在
高
は
(
槻
察
年
敷
金
部
に
一
且
つ
て
は
)
年
末
の
数

字

L
か
知
る
事
を
待
な
レ
た
め
に
、
預
金
高
及
び
貸
出

高
も
年
末
の
数
字
を
以

τし
、
卒
均
割
引
日
歩
は
年
末

の
数
字
を
知
る
こ
ご
を
得
な
い
か
ら
便
宜
上
、
各
年
十

二
月
中
山
平
均
を
以
て
し
に
。
卸
も
左
表
の
如
〈
で
あ

る
。
而
し

τ翻
察
の
始
年
を
明
治
三
十
六
年
ご
し
た
の

は
、
特
別
の
理
由
ゐ
る
わ
り
で
は
な
く
、
是
れ
必
茸
(
れ

以
前
の
正
貨
現
在
高
を
知
る
こ
記
念
得
な
い
の
に
基
〈

も
の
で
わ
る
。

相
暗
行
の
預
金
又
は
貸
出
金
の
中
に
現
は
れ
て
ゐ
る
問
は
正
貨
と
且
る
事

出
出
車
な
い
か
ら
、
控
除
す
べ
き
品
嬰
が
な
い
と
忠
ふ
。

=
一
、
会
開
平
均
割
引
日
歩
は
、
金
融
事
項
参
考
書
に

載
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
こ
ろ
の
、
会
闘
要
地
に
於
り
る
一
中

均
割
引
日
歩
を
集
計
じ
て
卒
均
し
た
も

ω
で
ゐ
る
o

金

利
の
高
低
を
見
る
の
に
是
を
以
て
し
た
の
は
、
一
つ

は
、
比
較
す
べ
き
預
金
高
及
び
貸
出
高
が
委
国
銀
行
の

預
金
高
及
び
貸
出
高
で
あ
る
が
た
め
で
あ
り
.
今
一
つ

は
、
割
引
日
歩
が
金
利
の
代
表
的
り
も
の
で
ゐ
る
さ
考

へ
ら
れ
る
が
ら
で
ゐ
る
。

吉
て
、
以
上
の
各
材
料
に
就
て
、

表

第

(
金
制
千
間
以
下
は
四
拾
五
入
ず
) 年

々
の
数
字
の
一

前
/
初
畑
ム
周

位

年

末

現

在

高

明
抽
三
十
六
年

三
十
七
年

三
十
八
年

三
十
九
年

四
十
年

四
十
一
年

四
十
二
年

干
円

一
三
九
、
一
九
四

九
六
、
九
四
五

四
七
九
.
一
七
六

阿
九
回
、
じ
】
有
七

四
四
五
、
一
角
凹

=一九一二ハ
O
九

四
四
五
、
丸
四
回

全

国

銀

行

預

金

年

末

現

在

高

千
円

七
七
一
、
ヒ
七
六

八
六
幽
J
一九
O

一、
O
八士一、三七
O

一、五二
k
、λ
八一

一
、
丘
入
穴
.
七
四
八

一J
Z
七
一
、
二
王
五

一.
i
七
λ

‘
四
九
四

畳
圃
銀
行
貸
出
金

年

末

現

在

高

千
円

一、
O
四
五
、
豆
一
六

一
.
一
六
六
、
五
四
五

一
、
ニ
九
六
J
ニ九二

一
、
五
八
七
、
一
五
三

一
、
六
五
八
.
五
五
四

一
.
五
九
四
.λ

王一

一、六ニ
C
、
ご
二

市
第
六
腕

圭

圏

平

均

割
引
日
歩
(
十
二
月
)

銭一一・八四

一一・九九

=
7
0
二

一一・六一
一一・七九

一一・九四

一一・四
λ

雑

錐

我
闘
に
於
け
る
正
貨
の
噌
減
と
金
融
禁
聞
と
の
闘
部

第
十
九
谷

一世一五)

九
二
七



離

録

我
闘
に
於
け
る
正
貨
の
帯
誠
司
と
金
融
繁
閑
と
D
闘
係

町
判
片
/
周

問
泊
四
十
三
年

四
十
四
年年年年年年年

大

正

元
一一三凹五六七F、九十

配
布
十
末
現
在
高

年

〒
円

四
七
一
、
丸
九
九

三
大
凹
.
0
λ
大

三
五

O
、
七
五

O

三
七
六
、
四
九
二

三
四
一
、
一
一
九

王
一
六
.
0
λ
=
一

七
一
四
.
削
四
五

一.一

O
四、
λ
三
八

一
、
王
八
七
.
六
七
一

二、

O
四
五
、
一
四
九

ニ
‘
一
七
八
、
六
二
六

ご
、
。
λ
0
.
四
凹
五

金

閣

銀

行

預

金

年

末

現

在

高

千
円

一
、
じ
ニ
七
一
二
三

一
、
七
丸
山
ぺ
大
λ
大

一
、
九
五
一
一
、
三
一
九

二
、
一
=
一
λ
、

O
二
五

二
、
二
七
九
、
四
五
九

二
‘
六
五
七
、
王
九
五

三
、
五
七
一

J
ニ
九
三

玉
、
=
一
五
三
」
ハ
ニ
五

七
.
三
五
五
J
一一

O

A
、
凡
コ
二
一
、
ニ
九
五

λ
.
九
四
回
、
九
三
七

丸
、
六
二
回
‘
一
八
ニ

-一
一

今
、
前
表
の
各
欄
の
毎
年
の
数
字
h
T
其
前
年
の
数
字

ご
比
較
し
て
其
増
加
又
は
減
少
を
記
銃
に
て
表
し
、
向

序
に
・
契
り
如
〈
、
預
金
に
謝
す
る
貸
出
金
の
割
合
全
算

出
し
て
、
業
毎
年
の
数
字
を
前
年
の
数
千
Z
比
較
し
て

其
増
加
又
は
減
少
を
記
就
に
て
表
し
て
見
る
ピ
第
二
表

の
如
き
結
果
芭
な
る
。

年年年

第
十
九
谷

(
第
六
親

主

山
r、
) 

ゴL

J、
割全
戸E

" E闘
( 

ニ健十平

九旦均

ニ・=一
O

一一・大一一一

-
7
セ
O

-
7
七
五

一一・凹
E

-
7
二
五

一
一
・
一
大

ニ
二
九

一一・六一

=
一
・
一
三

一一・九

O

牟衣|割合

36 I 1. 3M佑

37 1 1. 350 
38 1 1. 1的

39 1 1. 089 

40 1 1. 045 

41 1 1. 163 

42 1 1. 026 

43 I 1. 106 

44 1 1. 249 

1 1 1. 293 

21 1.286 

3 I 1. 240 

4 I 1. 124 

o 1 1. 075 

6 1 O. 959 

7 1 1. 008 

8 I 1. 119 
9 I 1. 089 

10 I 1. 096 

会
闘
銀
行
貸
出
金

年

末

現

在

高

平
山

一
、
九

O
九
、
四
三

C

ニ
.
ニ
凹
四
J
ニ
七
五

ニ
、
五
二
回
、
七
六
五

ニ
a
E
四
八
、
七
八
三

三
、
人
二
六
、
一
九

O

ニ
‘
九
λ
八
、
一
四
六

三
、
八
四

O
、
五
七
四

五
‘
一
三
二
、
九
六
八

七
.
四
一
六
、
一

O
A

丸
、
λ
λ
一
、
王
丸
凡

九
、
七
三
九
」
ハ
大
七

一
O
、
五
四
七
、
四
一
八

罰
金
に
封
す
る
貸
出
金
由
割
合



第

=

表
ぷ九

三
十
七
年

三
十
八
年

三
十
カ
年

四

十

年

四
十
一
年

四
十
二
年

四
十
三
年

四
十
四
年

元

年
二

年

一
一
一
年

四

年
五

年

六

年

七

年

八

年

九

午
十

年
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+

ハ

協

噌

正

A

ハ
減
)

貨

預

金

貸
出
金十 A 十++ + 

預
金
一
一

封
ス
ル

貸
出
金

ノ
割
合ι

 
ι
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凸十+ + 心 4 凸co. co.十十+ co. + 

此
第
二
表
に
依
て
比
較
研
究
を
な
す
に
倍
す
る
各
欄

雑

録

+ d .o. + + .d.. ム 6 + '" + + 十 十 十 十ム十

ト+ + A 十十+ + 十+ + 十十十十+ + + 

十+十十+十+十+十十ム

我
闘
に
於
け
る
正
貨
由
一
噌
減
と
金
融
紫
閑
と
り
関
係

歩引

の
組
合
せ
は

一
正
貨
現
在
高
と
預
金
高

仁
E
貨
現
在
高
と
貸
出
金
高

恒
正
貨
胡
在
高
と
預
金
高
と
貸
出
金
高

四
正
貨
現
在
高
是
預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
高

E
預
金
に
劃
す
る
貸
山
金
高
と
制
引
日
歩

大
正
貨
現
在
高
と
割
引
日
歩

仕
正
貨
現
在
高
と
預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
高
と
割
引
日
歩

で
ゐ
ら
う
o
其
他
の
組
合
せ
例
へ
ば
預
金
高
己
割
引
日

歩
、
貸
出
金
高
正
割
引
日
歩
の
如
、
き
は
相
互
の
闘
係
が

偏
頗
で
あ
る
か
ら
弦
に
問
題
ご
せ
な
い
1
0

そ
れ
で
右
の

組
合
せ
順
に
従
っ
て
比
較
し
て
行
〈
。

一
亘
貨
現
在
高

t
預
金
高
子
宮
比
稜
す
る
ご

正
貨
増
加

L
一
忠
一
一
剛
一
認

M
梓

汁

ト

ヶ

年

『
預
金
噌
加
せ
る
年
六
ヶ
年

正
貨
減
9
L
F預
金
減
少
せ
る
年
一
ヶ
年

で
ゐ
う
て
、
正
貨
が
前
年
よ
り
も
増
加
せ
る
年
は
何
れ

も
、
預
金
が
前
年
よ
り
も
増
加
し
て
ゐ
る
。
突
に
正
貨

が
前
年
よ
り
も
減
少
せ
る
年
(
七
ヶ
年
)
の
中
で
は
、
預

金
が
前
年
よ
b
も
増
加
し
て
ゐ
る
年
が
多
〈
(
六
ヶ
年
)

凸 6 + + D 十十+ +十十'"孟乙，L当トム l

第
十
九
巻

(
第
六
腕
一
三
七
)

ゴL

九



雑

銀

我
岡
に

ι

一
於
け
る
正
貨
の
噌
滅
と
金
融
繁
閑
と
白
閥
悟

預
金
が
前
年
よ

h
も
減
少
し
て
ゐ
る
年
は
少
い
。

二
正
貨
現
在
高
己
貸
出
金
高
ご
を
比
唆
す
る
ご
、

正
貨
晴
-
加
し
{
貸
出
金
増
加
せ
る
年
十
ヶ
年

戸
貸
出
金
城
少
せ
る
年
一
ヶ
年

五
貨
球
少
し
一
時
一
山
一
位
…
剛
一
語
一
一
梓
イ
げ
特

で
あ
っ
て
、
正
貨
が
前
年
よ
り
も
増
加
せ
る
年
(
十
一

ヶ
年
)
の
申
で
は
、
貸
出
金
が
前
年
よ
り
も
増
加
し
て

ゐ
る
年
が
多
〈
(
十
ヶ
年
)
其
減
少
し
て
ゐ
る
年
は
少

〈
、
疋
貨
が
前
年
よ
b
も
減
少
し
て
ゐ
る
年
(
七
ゲ
年
)

の
中
で
は
、
貸
出
金
が
前
年
よ
b
も
増
加
し
て
ゐ
る
年

が
多
く
(
ム
ハ
ゲ
年
)
芸
減
少
じ
て
ゐ
る
年
は
少
い
。
会
館

芭
し
て
一
の
相
場
令
ご
殆
ん
刊
と
同
様
の
結
果
に
な
っ
て
ゐ

内同一 る
補正 は様緒(三)。
刀1; 其のに正
し:畏 れ結組食

言~(習に呆合現
実金品明金該ごサ在
正;三年惜」蛍なて高
ブLT4手寄せる lヒ古
t日言主長る O 戟預
型ァ;J芳年却し金
主宍主治でも T 高
砂七年加あ次 も さ
せ勾:同せるの 、貸

主主手)?(五)ま
で型t でぴ高
孟言主 あ(二)t:

+-・ るご 0)

iE ご殆三
三 括ん者

)〆孤 rを

第
十
九
巻

一
=
一
凡
)

九=一
O

(
第
六
貌

、
預
金
、
貸
出
金
井
に
宿
加
せ
る
年
六
ヶ
年

正
貨
一
へ
明
唯
一
ニ
七
年
・
四
O
年
、
四
四
年
、
大
正
元
年
、
三
年
J

減
少
Lv
預

軒

、

貸

山

金

共

に

減

少

せ

る

年

一

ヶ

年

、

F

(

明
治
四
一
年
)

其
他
の
組
合
せ
と
な
る
年
な

L
、

以
上
、
一
二
三
の
比
較
に
よ
っ
て
、
王
貨
が
前
年
よ

h
も
増
加
し
て
ゐ
る
年
の
大
部
分
は
、
預
金
、
貸
出
金

共
に
前
年
よ

h
も
増
加
し
、
正
貨
が
前
年
よ
り
減
少
し

て
ゐ
る
年
の
大
部
分
も
亦
、
預
金
、
貸
出
金
共
に
前
年

よ
h
も
増
加
し
て
ゐ
る
ご
い
ふ
結
果
Z
な
っ
た
。
か
、

る
結
果
ぜ
な
る
の
は
、
恐
ら

P
¥
会
問
銀
行
の
預
金
及

び
貸
出
金
が
年
々
増
加
し
て
行
〈
大
勢
に
あ
る
た
め
で

ゐ
ら
う
c

然
し
此
結
果
で
は
、
正
貨
が
前
年
に
比
べ
て

増
加
し
た
年
己
主
(
減
少
し
た
年
正
の
聞
に
院
別
が
立
た

な
い
。
そ
ニ
で
一
歩
を
進
め
て
、
正
貨
現
在
高
ご
預
金

に
費
す
る
貸
出
金
の
割
合
ご
を
比
峻
し
て
凱
品
。

問
正
貨
現
在
高
Z
預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
の
割
合
さ

を
比
較
す
る
正
夫
の
如
〈
に
な
る
。

、
預
金
に
封
す
る
貸
山
金
川
口
割
ι
円
減
山
ザ
せ
る
年
入
今
年

正
貨
}
(
明
治
三
八
年
J
ニ
川
年
・
回
二
年
、
大
正
二
年
、
削
年
〕

〈

f
五

年

、

六

年

、

九

年

、

雪山
L
~
叩
一
世
に
到
す
る
貸
出
金
山
刊
今
晴
加
せ
る
年
三
ケ
争

r

(
明
袖
山
三
年
、
大
正
七
年
、
八
卑
)



、
預
金
に
訴
す
る
貸
向
金
の
割
合
噌
切
せ
る
年
五
ヶ
年

正

貨

一

(

明

刑

囚

O
年
、
凹
}
年
、
四
四
年
、
大
正
定
年
J

減

少

し

預

今

h
劃
す
る
貸
出
金
山
割
合
減
少
せ
る
年
一
二
ヶ
年

r

(
問
時
三
七
年
、
大
正
三
年
)

是
れ
で
観
る
言
、

E
貨
が
前
年
よ
り
も
増
加
せ
る
年

(
十
一
ヶ
年
)
の
中
で
、
預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
の
割
合

が
前
年
よ
り
も
増
加
し
て
ゐ
る
年
郎
主
貸
出
金
の
方
が

預
金
よ
?
も
増
加
率
が
大
で
ゐ
る
年
は
少
〈
て
(
三
ヶ

年
)
、
預
金
に
封
す
る
貸
出
金
の
割
合
が
前
年
よ
り
も
減

少
L
て
ゐ
る
年
郎
も
預
金
の
方
が
貸
出
金
よ
り
も
増
加

率
が
大
で
ゐ
る
年
が
寧
ろ
多
い
(
八
ヶ
年
)
O

失
に
、
正

貨
が
前
年
よ
り
も
減
少
し
て
ゐ
る
年
(
七
ヶ
年
)
の
中
で

は
、
預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
の
割
合
が
前
年
よ
り
も
減

少
し
て
ゐ
る
年
却
も
貸
出
金
の
方
が
預
金
よ
り
も
増
加

率
が
小
で
あ
る
年
は
少
〈
て
(
ニ
ヶ
年
)
、
預
金
に
鎖
す

る
貸
出
金
の
割
合
が
前
年
よ
り
も
増
加
し
て
ゐ
る
年
即

ち
貸
出
金
の
方
が
預
金
よ
・
り
も
増
加
率
が
大
で
あ
る
年

が
多
い
(
五
ヶ
年
)

Q

右
二
つ
の
傾
向
の
中
の
一
つ
却
も
正
貨
が
前
年
よ
り

も
増
加
し
た
年
に
は
預
金
の
方
が
貸
出
金
よ
り
も
増
加

率
が
大
で
あ
る
こ
ご
が
多
い
さ
い
ふ
こ
ピ
は
、
正
貨
が

雑

我
闘
に
於
け
る
正
貨
白
増
減
と
金
融
繁
閑
去
の
閥
一
伸

総

前
年
よ
b
も
増
加
し
た
年
に
は
.
金
融
が
前
年
よ
h
も

比
綾
的
緩
没
に
な
る
こ
ご
が
多
い
こ
さ
を
示
し
、
他
の

一
つ
の
傾
向
印
ら
正
貨
が
前
年
よ
り
も
減
少
し
た
年
に

は
貸
出
金
の
方
が
預
金
よ
ち
も
増
加
率
が
大
で
ゐ
る
こ

ど
が
多
い
ご
い
ふ
十
】
ご
は
、
正
貨
が
前
年
よ
り
も
減
少

し
た
年
に
は
、
金
融
が
前
年
よ
り
も
比
岐
的
一
過
泡
に
な

る
こ
ご
が
多
い
甲
M
Z
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
炉
ら

う
か
、
さ
一
感
考
へ
ら
れ
る
、
然
し
街
、
此
の
後
の
場

合
即
も
疋
貨
が
前
年
よ
り
も
減
少
し
た
年
に
は
貸
出
金

の
方
が
預
金
よ
h
も
相
針
的
に
増
加
し
て
金
融
が
比
較

的
逼
迫
に
な
る
こ
ご
が
多
い
ご
い
ふ
場
合
に
、
此
の
貸

出
の
相
劃
的
増
加
が
正
貨
の
減
少
に
基
か
十
し
て
、
寧

ろ
銀
行

ω資
本
金
、
積
立
金
共
他
の
所
有
資
金
を
基
礎

ご
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
、
従
っ
て
そ

う
い
ふ
時
に
は
必
し
も
金
融
逼
迫
ご
な
ら
な
い
か
も
知

れ
な
い
ご
の
疑
問
を
生
宇
品
。
そ
れ
故
に
真
に
今
一
歩

を
進
め
て
金
利
が
ど
う
な
っ
て
ゐ
る
か
を
見
る
必
要
が

起
っ
て
来
品
。

五
預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
の
割
合
ご
卒
均
割
引
日

歩
、
先
づ
此
雨
者
が
如
何
な
る
組
合
せ
に
な
っ
て
ゐ
る

第
十
九
巻

九

(
第
六
税
一
三
丸
)



雑

我
闘
に
於
け
る
正
貨
の
増
減
と
金
融
紫
悶
と
の
閥
僻

鍬

h
r
h
f一
観
る
ご
突
の
如
〈
で
あ
る
。

預
金
に
封
す
る
貸
出
『
割
引
日
場
噌
加
せ
る
年
♂
山
ハ
ヶ
年

金
山
劃
令
噌
加

L

F
割
引
日
歩
滅
少
せ
る
年
ニ
ヶ
年

預
金
に
封
す
る
貸
出
『
削
引
日
歩
柑
加
せ
る
年
宣
ヶ
年

金
目
制
令
減
少

L

F
割
引
日
歩
減
少
せ
る
年
五
ヶ
年

是
に
由
っ
て
観
る

t
，
預
金
に
謝
す
る
貸
出
金
の
割

令
が
前
年
4
り
も
増
加
し
た
年
(
入
ゲ
年
)
の
中
で
、

割
引
日
歩
が
前
年
よ
り
も
高
〈
な
っ
て
ゐ
る
年
の
方
が

多
〈
(
六
ヶ
年
)
、
割
引
日
歩
が
前
年
よ
h
も
安
く
な
っ

て
ゐ
る
年
は
少
い
(
二
ゲ
年
)
O

そ
う
す
る
正
、
前
に

レ
勺
た
ご
・
』
ろ
の
、
正
貨
が
減
少

L
て
も
銀
行
の
資
本

金
、
積
立
A

晴
美
他
の
所
有
資
金
が
放
出
せ
ら
れ
て
金
融

を
逼
迫
な
ら
し
め
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
己
の
疑
問
は
幾
分
解

決
せ
ら
れ
た
削
叫
が
あ
b
、
ぞ
う
い
ふ
こ
ど
に
成
る
こ
Z

が
少
い
(
或
は
そ
う
い
ふ
資
金
が
放
出
せ
ら
れ
て
も
金

融
を
伶
り
緩
漫
に
せ
な
い
)
古
い
ふ
こ
ご
に
な
る
様
で

あ
る
。
従
っ
て
叉
正
貨
の
増
減
が
割
引
日
歩
の
高
低
古

密
接
な
る
閥
係
を
有
し
て
ゐ
る
ニ
ご
が
推
知
L
得
ら
れ

る。
ム
ハ
正
貨
現
在
高
て
卒
均
割
引
日
歩
、
そ
-
-
で
序
じ
正

貨
現
在
高
の
増
減
Z
卒
均
割
引
日
歩
の
高
低
子
伊
】
比
較

第
十
九
巻

(
第
六
娘
一
同
O
)

fμ 

し
て
翻
る
ご

正

貨

車

L
{欄
明
日
一
純
一
一
昨
日
梓
野
枠

正
貨
減
b
J
L

一
明
…
日
帥
一
…
側
一
州
立
件
吠
付
時
一

で
あ
っ
て
、
正
貨
が
前
年
よ
り
も
増
加
し
て
ゐ
る
年

(
十
一
ヶ
年
)
の
中
で
、
割
引
日
歩
が
前
年
よ
り
も
安
く

な
っ
て
ゐ
る
年
は
六
ヶ
年
で
、
前
年
よ
り
も
寧
ろ
高
く

な
っ
て
ゐ
る
年
も
五
ゲ
年
な
る
。
然
し
、
正
貨
が
前
年

よ
り
も
減
少

L
て
ゐ
る
年
(
七
ヶ
年
)
の
中
で
は
、
割
引

日
歩
が
前
年
よ
b
も
高
〈
な
っ
て
ゐ
る
年
は
六
ヶ
年

で
・
前
年
よ
り
も
安
く
な
っ
て
ゐ
る
年
は
一
ヶ
年
に
過

ぎ
な
い
。
此
結
果
ご
五
の
結
果
己
を
考
へ
合
は
す
正
、

正
貨
の
増
減
が
割
引
日
歩
に
直
接
影
響
す
る
ご
は
い
へ

な
〈

τも
、
間
接
的
に
密
接
な
る
闘
係
が
あ
b
、
就
中

正
賞
山
り
減
少
し
た
場
合
に
其
影
響
が
著
し
い
様
に
思
は

れ
る
。七

正
貨
税
在
高
ご
預
金
に
謝
す
る
貸
出
金
的
割
合
己

平
均
割
引
日
歩
。
最
後
に
此
三
者
を
組
令
せ

τ三
者
が

如
何
に
関
聯
し
て
ゐ
る
か
を
観
る
。



正

貨

指

M
L

預
金
に
封
ず
る
貸
出
金
白
剖
骨
減
少
し

割
引
日
歩
減
少
せ
る
年
五
ヶ
年

(
明
泊
三
九
年
‘
四
二
年
、
大
正
仇
年
.
五
年
.
六
年
)

預
金
に
劃
す
る
貸
出
金
目
剖
令
減
少
し

割
引
日
皆
川
哨
加
せ
る
年
三
ヶ
年

へ
明
治
三
八
年
.
大
正
二
年
‘
九
年
)

問
金
に
劃
す
る
貸
出
会
内
割
合
抽
首
相

L

割
引
日
歩
噌
加
せ
る
年
二
今
年

(
心
へ
正
七
年
、
八
年
)

預
金
に
劃
す
る
貸
刊
金
山
割
合
榊
加
L

部
引
日
4
P
滅
少
せ
る
年
一
ヶ
年

(
明
泊
四
十
三
年
)

預
金
に
到
す
る
貸
出
金
の
割
合
噌
加
し

割
引
日
歩
哨
加
せ
る
年
四
ヶ
年

(
明
泊
四

O
年
、
四
一
年
，
四
四
年
、
大
正
元
年
)

預
金
に
封
ず
る
貸
出
金
の
割
合
増
加
し

割
引
日
歩
減
少
せ
る
年

E

貸

減
少
し

ケ

年

(
大
正
十
年
)

預
金
に
到
す
る
貸
出
金
の
剖
告
減
φ
L

割
引
H
4
9
晴
加
ぜ
る
年

(
明
泊
一
一
一
七
年
、
大
正
三
年
)

預
金
に
封
ナ
る
貸
出
金
白
割
合
減
少

L

割
引
日
歩
減
ゆ
せ
る
年

ケ

年

な

是
れ
で
観
る
ピ
、

E
貨
が
前
年
よ
り
も
増
加
し
た
年

(
十
一
ヶ
年
)
の
中
で
は
、
貸
出
金
が
預
金
に
劃

Lτ
前

年
よ
り
も
相
針
的
減
少
を
な

L
削
引
日
歩
も
前
年
よ
ち

は
安
〈
な
っ
て
ゐ
る
年
が
最
も
多
〈
(
五
ヶ
年
)
、
正
貨

が
前
年
よ
h
も
減
少
し
た
年
(
七
ヶ
年
)
の
中
で
は
、
貸

出
金
が
預
金
に
劃

L
て
前
年
よ
り
も
相
調
的
増
加
を
な

し
割
引
日
歩
も
前
年
よ
り
は
宣
同
ぐ
な
っ
て
ゐ
る
年
が
最

雑

我
闘
に
於
け
る
正
貨
の
帯
減
と
金
融
繋
閣
と
四
期
保

録

L 

も
多
い
「
四
ヶ
年
)
。
此
の
結
果
は
先
に
観
察
じ
来
っ
た

結
果
の
主
要
な
る
も
の
ご
大
館
、
一
致
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
結
局
、
正
貨
が
前
年
よ
h
も
増
加
す
る
年
は
金

融
が
前
年
よ
り
も
緩
没
ご
な
る
こ
ご
が
多
〈
、
正
貨
が

前
年
よ
り
も
減
少
す
る
年
は
金
融
が
前
年
よ
与
も
逼
迫

に
な
る
こ
ご
が
多
U
W

噂
』
正
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

四

以
上
の
研
究
に
由
っ
て
得
た
る
結
果
を
一
見
に
総
括
す

れ
ば
、
我
闘
に
於
て
は
、
銀
行
の
預
金
及
び
貸
出
金
が
年

々
増
加
し
て
行
(
大
勢
に
あ
る
も
、
正
貨
が
前
年
よ
り

も
増
加
す
る
年
は
、
預
金
の
方
が
貸
出
金
よ
り
も
相
詩

的
増
加
を
な
し
、
前
年
よ
り
も
金
融
を
緩
漫
な
ら
し
め

割
引
日
歩
を
引
下
げ
る
に
理
る
こ
ご
が
多
〈
、
反
謝
に

正
貨
が
前
年
よ
り
も
減
少
す
る
年
は
、
貸
出
金
の
方
が

預
金
よ
b
も
相
調
的
増
加
を
な
し
、
而
も
英
際
正
貨
以

外
の
銀
行
の
所
有
資
金
の
放
出
に
よ
っ
て
金
融
を
緩
和

せ
し
む
る
力
弱
〈
し
て
、
王
貨
減
が
有
力
に
金
融
の
逼

迫
を
来

L
前
年
よ
h
も
割
引
日
歩
を
引
上
げ
る
に
至
る

こ
古
が
多
い
ご
い
ひ
得
る
様
な
放
態
を
現
し
て
ゐ
る
。

此
研
究
は
、
各
材
料

ω
一
年
の
特
定
時
期
に
於
け
る

第
十
九
容

(
第
百
挽
一
四
一
)
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雑

銑

近
世
の
農
家
経
済

数
字
に
基
い
て
業
前
年
比
較
増
減
を
根
懐
古
し
た
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
時
々
刻
々
一
謎
化
を
来
す
ご
こ
ろ
の
敏

戚
な
る
合
融
界
に
及
ぼ
す
正
貨
増
減
の
影
響
を
悩
勾
[
一
一

τ、
此
増
減
が
如
何
に
余
融
界
に
影
響
を
奥
へ
て
行
〈
一
一

炉
、
或
は
大
都
市
古
其
他
の
地
方
ご
に
依
工
其
影
響
を
一

異
に
す
る
か
、
ご
い
よ
風
に
細
微
に
一
旦
つ

τ遺
憾
な
し
十
一

ご
い
ふ
様
に
は
岡
よ

h
出
来
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
が
た
め
一
一

仁
は
一
見
に
各
材
料
に
就
て
少
〈
ご
も
一
年
の
各
月
に
於
一
一

け
る
数
字
を
基
礎
Z
す
る
ご
共
に
、
正
貨
共
も
の
、
内
一
一

容
井
に
其
培
械
の
原
因
を
も
考
慮
し
て
研
究
せ
ね
ば
な
干

ら
ぬ
。
叉
各
材
料
の
数
字
が
一
年
の
特
定
川
期
に
於
け
一
一

る
も
の
に
限
ら
れ
T
ゐ
る
た
め
に
、
業
季
節
的
特
徴
を
一
一

帯
び
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
で
ゐ
ら
う
が
、
大
陸
に
於
一
一

て
、
正
貨
の
増
減
が
如
何
に
我
闘
の
令
一
融
界
ピ
密
接
な
一
一

る
関
係
を
有

L
、
是
れ
じ
影
響
す
る
事
が
多
い
か
を
推
一
-

知
せ
し
む
る
に
足
る
こ
ご
を
、
明
か
に
す
る
を
得
た
古
一
一

思
ふ
。
然
り
ご
せ
ば
、
全
産
額
の
極
め

t
少
〈
正
貨
の
一
一

増
減
が
殆
ん
ど
専
ら
国
際
貸
借
に
基
く
牧
支
関
係
に
支
一
一

配
さ
れ
て
ゐ
る
我
闘
に
於

τ、
正
貨
の
増
減
が
怖
に
喧

L
い
論
議
を
窓
起
す
る
に
至
る
有
力
な
る
一
現
由
が
広
一

第
十
九
谷
(
第
六
就
一
四
ニ
)

に
存
す
る
こ
古
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

九
三
四


